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2023 年に発生した主な自然災害 

 

2023 年に発生した主な自然災害を見てみると、5 月の 1 ヵ月間のうちに全国各地で震度 5 弱以上の地

震が 6 回も発生した。6 回のうち最も規模が大きかったのは、石川県の能登半島沖で発生した最大震度

6 強の地震（その後、2024 年 1 月 1 日に甚大な被害をもたらす能登半島地震が発生）。 

台風は例年よりも発生数は少なかったものの、勢力の強い台風が多く発生した。 

9 月に発生した台風 13 号は、関東で局地的な大雨や強風が続き、千葉県や茨城県の地域で避難指示が

発令された。また、鹿児島県の桜島の昭和火口では 5 年ぶりの噴火を 2 月に観測し、入山規制の噴火警

戒レベル 3 が続いている。 

昨今は、線状降水帯による大雨の水害被害も各地で発生し、安全な地域はほとんど皆無といってよい。 

窓が一枚割れていると・・・ 

 窓ガラスが一枚割れているのを放置すると、窓を割ることへの罪悪感

が薄れ、他の窓も割る人が出るだけでなく、ごみが捨てられたりもし

て建物全体が荒廃し、犯罪の温床になっていくといいます。 

同様に、きれいに整備された道にはごみを捨てられなくても、少しご

みが目につくようになると、何気なく捨ててしまう人が増えてくるで

しょう。こうしてごみが増えるほどに心理的抵抗は弱まり、結果として

ゴミの山が生まれるのです。 

「このくらい、大したことではない」という心の隙こそが大敵といえ

るのではないでしょうか。 

コスモス 

調和/平和 

 

近年、日本は地震や台風、 

大雨、大雪、噴火などを原因と

する自然災害の被害が増加し

ている。 

2019 年に東日本を中心に被害

をもたらした台風 19 号は、 

死者数 91 名・住家被害 9 万件

以上の被害を記録。 

その他、2020 年 7 月の大雨や、

2022 年の台風 14 号・15 号な

ど、令和に入ってから規模の

大きな自然災害の発生が続い

ている。 

 

 

 

 

 



 

日本一社員が幸せな会社の経営哲学 

 当社の標語（企業理念）は非常にシンプルでし

て、創業者たちがつくった「常に考える」以外

にないんですよ。 

世界的なＩＴ企業であるＩＢＭの標語も

「Think（考える）」ですけれども、 

私たちには「常に」がついていますから、 

その上を行くんだくらいの思いで一秒、 

一分でもいいから多く会社のこと、 

仕事のことを考え、実践してほしいと社員に伝

えています。 

そのために、当社では社員からの提案に 

対して採用・不採用に拘かかわらず 

一律５００円を支給する提案制度を 

取り入れているんです。 

さらに年間の提案数が２００件を超えると、 

提案数の報奨金とは別に５万円を支給していま

す。 

 

 

 

これは２５年ほど前の話ですが、 

熊本工場で年間提案数が２００件を超えた 

社員が出て、自分も負けてたまるかと工場内

で提案合戦が始まったことがありました。 

すると、同時期に岐阜の養老工場でも 

同じような提案合戦が始まったんです。 

最初は偶然だと思っていたのですが、熊本工

場の工場長はもともと養老工場から異動して

きた人で、両工場の社員を鼓舞していたわけ

です。 

つまり熊本工場 VS養老工場になっていた。 

いまは年間５０００件ほどになっていますけ

れども、競争が盛り上がっていた頃は 

２万３０００件以上の改善提案が現場から出

てきていました。 

２万３０００件も出てくれば、 

もちろんかなりのお金を支給しましたが、 

やっぱり社内も活気に溢れてきますし、 

それが業績にも反映されてすぐに元が取れま

した。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

全国に営業所や工場を有し、グループ全体の

社員数は約 1,200名、2024年 3月期決算の

売り上げは約 440億円、経常利益 70億円と

いう電気・設備資材メーカーの雄 

お金で社員を釣るのかと言われそうですが、 

実際にこの制度によって社員の 

仕事へのモチベーションは非常に高いものがあ

り、特に男性社員は車を買う、結婚する、 

子供が生まれる、家を購入する時期になると、 

ダーッと提案数が伸びる。 

ですから、周りに何と言われようと、常に考え

提案する習慣、社員のモチベーションアップに

繋るのであればやるべきだと思って続けてきま

した。 

また、社員の提案にお金を支給するのは、逆に

会社として負担じゃないかとおっしゃる方もい

ます。 

しかし、例えば、本社工場で改善提案が出れ

ば、それは他の工場にも水平展開で取り入れら

れていって、結果的にどの現場でも効率、生産

性が向上し業績にもよい影響を与えていくんで

す。 

 

致知出版社 

 

未来工業㈱ 相談役  山田 雅裕 

 



 

世界のビジネス界に大きな影響を与えている

ドラッカーですが、その思想形成にあたって

は人生の中で七回の精神的な節目が訪れたこ

とを著書の中で述べています。 

その七つの経験から得た教訓を列記すると、 

以下のようになります。 

一、目標とビジョンをもって行動する。 

二、 常にベストを尽くす。 

  「神々が見ている」と考える。 

三、一時に一つのことに集中する。 

四、 定期的に検証と反省を行い、計画を立て

る。 

五、新しい仕事が要求するものを考える。 

六、 仕事で挙げるべき成果を書き留めてお

き、 

     実際の結果をフィードバックする。 

七、「何をもって憶えられたいか」を考える。 

 

 

 

 

ドラッカー7 つの教訓 

 

最初の教訓「目標とビジョンをもって行動

する」を得たのは、ドラッカーが商社の見

習いをしていた頃でした。 

当時、彼は週一回オペラを聞きに行くのを

楽しみにしていました。 

ある夜、信じられない力強さで人生の喜び

を歌い上げるオペラを耳にし、 

その作者が八十歳を超えた後のヴェルディ

によるものであることを知ります。 

なぜ八十歳にして並はずれた難しいオペラ

を書く仕事に取り組んだのか、との質問に

ヴェルディは 

「いつも満足できないできた。だから、も

う一度挑戦する必要があった」 

と答えたのです。 

十八歳ですでに音楽家として名を馳せてい

たヴェルディが、 

八十歳にして発したこの言葉は、 

一商社の見習いだったドラッカーの心に火

をつけます。 

 

 

何歳になっても、いつまでも諦めずに 

挑戦し続けるこの言葉から、 

「目標とビジョンをもって行動する」という

ことを学び、 

習慣化したのがドラッカーの最初の体験でし

た。 

 

その頃彼は、ギリシャの彫刻家・フェイディ

アスに関する一冊の本を読みます。 

これが二つ目の経験です。 

フェイディアスはアテネのパンテオンの屋根

に立つ彫刻群を完成させたことで知られてい

ます。 

 

彫刻の完成後、フェイディアスの請求書を見

た会計官が 

「彫刻の背中は見えない。その分まで請求す

るとは何事か」 

と言ったところ、彼の答えはこうでした。 

「そんなことはない。神々は見ている」と。 

この話を読んだドラッカーは、「神々しか見て

いなくても、完全を求めていかなくてはなら

ない」と肝に銘じます。 

致知出版社 

 

ものづくり大学 教授  上田 惇生 

 



 

コンビニで弁当を買ったら外国人の店員に 

「温めますな？」と言われた。 

 

少し動揺はしたが、 

「さようでござる」と答えてあげた。 

能登半島では、1 月の大地震に続き、今月にも線

状降水帯の大雨による想像を超える甚大な被害

が発生しました。 

復旧もままならない中での二重三重の被害は、

被災者の皆さんの気持ちを慮ると言葉になりま

せん。 

ニュースでの被災者の方々のインタビューを聞

いていると、本当は泣き叫びたいだろうに、実直

にまた冷静に話されている姿に心を打たれま

す。 

 

温めますな？ 

 

https://kawaguchi-morning.jp/ 

 

https://saitama-kk.org/ 

 

https://www.chibahojin.jp/ 

 

https://www.moralogy.jp 

 
https://k-puro.co.jp/ 
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先ほど新しい自民党総裁に石破茂さんが選出さ

れました。 

石破さんは政策の一つに防災省の創設を掲げて

います。 

能登半島の災害被害は、石川県だけでは到底賄

えるものではありません。 

一日も早い復旧をまず行い、能登の皆さんが安

心して暮らすことのできる復興を目指して欲し

いと切に願います。 

 

https://kawaguchi-morning.jp/
https://saitama-kk.org/
https://www.chibahojin.jp/
https://www.moralogy.jp/
https://k-puro.co.jp/
https://www.endpolio.org/ja

